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外濠キャンナーレの点灯式

都市環境デザイン工学科 教授　高 橋 賢 一 （1969年卒）　校歌に描かれた外濠

ボアソナードタワーの上空より四谷～新宿方面を望む
＜空間情報研究室 撮影＞

真白き富士がかすかに見える

喰違門より弁慶堀を望む／首都高4号線の高架橋

若きわれらが命のかぎり　　ここに捧げて（ああ）愛する母校
見はるかす窓（の）富士が峰の雪　　蛍集めむ門の外濠

よき師よき友つどひ結べり
法政　おお　わが母校　　法政　おお　わが母校

ばまれた。

　エコ研が進める水辺都市の再生

　2004年度に発足したエコ地域デザイン研
究所は歴史とエコロジーに基づく水辺都市
の再生に取り組んできた。主たる舞台の一
つは東京都心で校歌に歌われた史跡江戸城
外堀（外濠と記す）の再生である。この外
濠の特徴は前述したように地形がつくる広
大な空間であり、その歴史性にある。また
メリハリの利いた東京都心の形成に不可欠
な基幹をなす都市インフラであり、長きに
わたり風景の骨格であり続けた。
　かつて野口富士男が『外濠線にそって』
（1978）で「ここの風景が高速道路（弁慶
堀をかすめる首都高）の出現くらいには負
けぬだけの力をもっているところが気に
入っている」と、新陳代謝する東京の魅力
を断じた。
　ところが昨今の変化はただ事ではないよ
うに思える。外濠通りに沿って建つペンシ
ルビルは外濠を独り占めにし、背後の眺望
権を年々狭めている。美しく豊かな公共空
間を愛でる権利は沿道のみに与えられてい
るわけではない。また大街区化による超高
層の林立は天空の広がりを狭め、風道を奪
いかねない。とはいえ決して法を犯してい
るわけではなく、現行の法制度では遺憾と
もしがたい。
　地域の人々の意見に耳を傾け抑制の利い
た開発行為を選ぶ姿勢に期待するしかな
い。とにもかくにも濠の水質浄化が急がれ
る。
　間違いなく水辺への関心の高まりが再生
への第一歩となる。また石垣などの遺構を
活かした修景、既存の道路空間を活かした
歩道の拡充や緑化は、まさにシビルエンジ

ニアのつとめである。私たちは外濠の多面
的な価値を明らかにし啓蒙・啓発を通じ、
関心度を高め多くの人々の英知を再生の力
とする道筋を描かねばならない。

　 大学の責務

　外濠が与えてくれる数多の恩恵に浴して
きた本学には外濠再生を先導する責務があ
る。これまでのエコ研の研究活動を全学的
な取り組みに高め、他大学との連携を通じ
て、その成果を地域社会に発信することが
求められる。私たちは外濠の良さを端的に
記した素晴らしい校歌を機会あるごとに歌
い、地域に、そしてこの地を訪れ人々に聞
いて頂くことからはじまろう。また本学科
の学生たちが進めてきたキャンドルの灯り
に集う“外濠キャンナーレ”も、私たち同
窓会が進める“外濠清掃活動”も、大きな
役割を担う。
　これから四半世紀後の2036年は“外濠開
削400年”の節目の年となる。これまでの
８年間、外濠再生に向けた私たちの取り組
みはようやく第一歩を印したにすぎない。
日々の活動の継続、その積み重ねが大きな
思い出をつくる。OBの方々の多数の参加
を求めたい。

　
校歌のこと

　校歌を口ずさむ機会は入学式や卒業式く
らいで式に参加しなければ皆無に近い。と
ころがここ数年たびたび歌う、というより
は歌詞を引用させて頂いている。もちろん
全文ではなく“見はるかす窓の富士が峰の
雪　蛍集めむ門の外濠　よき師よき友つど
ひ結べり”のつまみ食いである。作詞は抒
情的な作風で知られる詩人、小説家でもあ
る佐藤春夫で、当時本学の教授であったと
いう。時は昭和の初め、東京の風景を激変
させた関東大震災から７年がたち世界大恐
慌の只中の1930年であった。
　生意気盛りの若き日、私は“郊外のあり
よう”を探し、田山花袋の『東京三十年』
（1917）や国木田独歩の『武蔵野』（1901）
などを読んだ。佐藤もその一人で暗い心象
風景を描いた『田園の憂鬱』（1919）を思
い出した。話を戻す。学生たちの求めに応
じた佐藤は激動する時代に立ち向い「我等
が法政の意気を示す」、新しい国づくりを
担う学徒にふさわしい校歌を創らん、と意
を注いだという。

　80年前の外濠

　たった三行の短なことばにはキャンパス
を包む外濠の風景が読み込まれた。真っ白
な雪をいただく富士が大小の山々をいだ
く。これを遠景とする谷地形に沿った雄大
なパノラマ。蛍舞う美しく澄んだ水の濠跡
と御門の石垣遺構。桜並木や松林に包まれ
た土手公園。そこに集う人々の輪など。学
生たちに歌われ市ヶ谷にこだまする。まさ
に自然の美と人工の巧みがつくる文化的な
景観とエコロジー、何よりも人々の結びつ
きの大切さが歌われている。本学がこの地
に学舎を構えたのは大震災前の1921年とい
う。それからおよそ半世紀強、我が国は戦
災復興を果たし未曽有の高度経済成長を経
て、誰もが豊かな生活を手に入れた。東京
の大発展は、その象徴である。しかし同時
に失ったものも少なくない。世界都市東京
の基層をつくる城下建設、近代以降の帝都
建設や震災復興による歴史的コアは、類例
を見ない都市化−とりわけ高度な産業化と
モータリゼーションによって、多くがむし
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編集後記
　11月の初旬にホームカミングデーに行きました。
工学祭(現在は小金井祭と名称変更)に合わせ、OB・
OGも集まろうというものです。小金井校舎は去年
まで残っていた実験棟もすでに跡形もなくサラ地
となってました。とうとう勉学に勤しんだ懐かしい
校舎がなくなり、少々寂しい思いもしました。しか
し、今やパソコンやディスプレイ・スクリーンでの
授業があたりまえ。わが母校も時代の波に乗り遅れ
るわけには行きません。市ヶ谷田町校舎が中心とは
いえ、小金井に最新鋭の研究室が３つあるとのこ
と。生まれ変わった小金井校舎、皆さまも一見の価
値あると思います。いかがでしょう？
　また、法土会の母体である『工学部同窓会』も新た
に｢情報科学部｣｢生命科学部｣の２学部を加え『理系
同窓会』としてスタートを切りました。
　少々、サボっていましたがホームページも更新準
備中です。こちらもよろしくお願いします。

法土会編集委員　山川宏明（1984卒）

社会工学セミナー開催にあたり

東日本大震災被災地の大学からの報告

　私の勤務先である東北学院大学（創立1886年、多賀城市と仙台市
内に２つのキャンパスを持つ学生数12,000人の総合私立大学）で
は、東日本大震災において、1,800人を上回る数の学生が何らかの形
で被災しています。大変残念なことに５名の学生が死亡または行方
不明になり、さらに18名の学生が家計維持者を亡くしています。自
宅が全壊あるいは半壊した学生は、それぞれ800名近くになります。
この他、津波で親の仕事先が流されるなどで失業したり、船が流さ
れるなどして生業を続けたりすることが困難になったケースなど、
大きな経済的損失を受けた学生や、福島原子力発電所の避難区域内
から避難を余儀なくされている学生などが、あわせて200名ほどいま
す。もちろん、これらのケースの複数に該当する学生もおり、上記
のような被災形態だけで、全学生数の実に15%にもなります。大学
としても被災した学生に対して、授業料の免除や緊急給付金の支給
など最大限の支援を行っており、その総額は７億円近くにもなりま
す。この支援は、今後４年間継続されることになっています。
　一方、工学部のある多賀城市では、津波によって塩竈市など近
隣の港町よりも多い185人を上回る方が亡くなりました。津波は沿
岸部からおよそ1.5kmの地点まで押し寄せ、JR仙石線の多賀城駅付
近まで到達しました。工学部のキャンパスまでは、直線でおよそ
500mほどのところでした。本キャンパスの礼拝堂は地震発生時か
ら３月末まで被災した近隣の方達の避難所となり、一時は300人近
くの方が寝泊まりをされていました。本学の職員たちはボラン
ティアとして昼夜を問わず懸命に被災されたた方達のお世話を致

　皆様のお陰で、本年12月で第17回目の社会工学セ
ミナーを迎えることになります。
　ここに、第16回社会工学セミナーの報告と第17回
の開催案内をお知らせします。
　第16回社会工学セミナーは、アジア地域の橋梁事情
について多くの橋梁設計に携わられた伊東講師より、
供用後の問題点及び今後の課題について伺いました。
　講演内容につきましては、下記の通りです。
◦平成22年11月29日　18：00
　市ヶ谷校舎　５F マルチメディア教室
◦�「アジア地域の橋梁事情―主にベトナム、香港、
韓国」
　伊東　賢様
　（1981年卒・新日本技研株式会社 取締役設計部長）

◆�第17回社会工学セミナーの開催案内を以下にお知
らせします。

◦平成23年12月７日　18：30
　市ヶ谷校舎　５F マルチメディア教室
①�「大韓民国ソウル清渓川の環境復元」（チョンゲチョン）
　法政大学助手　朴　賛弼（Dr.Park Chanpil）

②�「Estimation the degree of freshening of brackish 
water in Tam Giang-Cau Hai lagoon（Hue）
when the reservoirs in the upstream of Huong 
river coming into operation」「中部ベトナムフエ市
フオン川上流のダム貯水池群が稼働した時のラグーンの
汽水の淡水化評価」

　Dr. Huynh Cong Hoai（ヒエン・コング・ホエイ）,
　　ホーチミン市工科大学
　　�H�ead of Department, Fluid Mechanics & 

Hydraulics Department,Faculty of Civil 
Engineering, Vietnam National University of 
Ho Chi Minh City-University of Technology

　日本国内の建設産業もTPP加盟問題で大きな転換
期を迎えるのではないでしょうか。従来より、海外
進出が必要な時代との考えを持つ方もおられると思
います。このような、時代背景の中、諸外国の意見
を参考にし、日常業務の糧になれば幸いです。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

（2011年11月15日 記）
蛭川愛志（1984卒）

しました。本学はキリスト教のミッションスクールであり、キリ
スト教の教えに基づく助け合いの精神が十分に発揮された場でも
ありました。
　工学部の建物は、津波の被害はありませんでしたが地震によっ
て大きなダメージを受けました。写真１は教室の黒板が取り付け
てあった壁ですが、黒板が落下して仕切り壁の上部のパネルも剥
落しています。この教室だけでなく、多くの教室で天井からつり
下げてあるプロジェクターやスピーカーなどの機器が落下しまし
た。また写真２に示すような構造壁に「せん断ひび割れ」が多数
発生しました。この他、本学の仙台市内にあるキャンパスでもエ
レベータのレールが変形して使用不能となったり、スロッシング
により貯水槽が破損して長期にわたり水が使えなくなったりなど
かなりの不便を強いられましたが、いずれのキャンパスにおいて
も懸命に補修工事を進め、５月の連休明けから授業を再開するこ
とができました。
　最後に今回の震災に関連して私の研究の一例を紹介させて頂き
たいと思います。今回の津波で太平洋沿岸を通る国道45号線に架
かるいくつかの橋が流出して、救助活動や物資の補給に甚大な支
障をきたしました。そこで、将来への対応として津波によって流
出しないような設計が求められています。図１は粒子法の一つで
あるSmoothed Particle Hydrodynamicsという手法を用いて津波に
よって橋梁にどのような外力が作用するかを検討した例です。解
析パラメータの調整など、まだ克服すべき課題はたくさんありま
すが、東北の復興と将来の防災のためにも精力的に研究を進めて
いく予定です。

法政大学　工学部同窓会　土木同窓会ホームページ
http://133.25.196.100/joomla1508/-mainmenu-41/-mainmenu-47.html

図１　粒子法による津波のシミュレーション写真２　壁に生じたせん断ひび割れ写真１　黒板が落下した教室

東北学院大学工学部環境建設工学科
教授 石 川 雅 美（1981年卒）


